
貧
困
と
格
差
拡
大
が
す
す
み
、
労
働
者
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

農
民
、
中
小
業
者
な
ど
あ
ら
ゆ
る
層
の
暮
ら
し
と
営
業
が
「
底

が
抜
け
て
し
ま
っ
た
」
か
の
よ
う
な
不
安
と
危
機
に
み
ま
わ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止

撤
回
、
人
間
ら
し
く
働
け
る
ル
ー
ル
の
確
立
、
道
路
特
定
財
源

の
一
般
財
源
化
な
ど
、
大
企
業
か
ら
国
民
・
家
計
に
軸
足
を
移

す
政
治
実
現
の
た
め
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
開
か
れ
る
３
月
市
議
会
は
、
２
０
０
８
年
度
予

算
と
と
も
に
、
公
民
館
有
料
化
や
駐
輪
場
料
金
引
き
上
げ
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
条
例
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
日
本
共
産

党
は
、
開
発
優
先
・
市
民
負
担
増
の
市
政
の
転
換
を
求
め
、
み

な
さ
ん
の
願
い
実
現
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

小
田
桐
た
か
し
議
員

２
月
28
日
（
木
）
午
後
２
時
頃

１
、
新
線
沿
線
巨
大
開
発
に
つ
い
て
市
長
に
問
う

①
小
規
模
宅
地
の
住
民
負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て

②
緑
地
伐
採
へ
の
怒
り
が
広
が
っ
て
い
る
状
況
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
の
か

③
市
財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

④
各
施
行
地
区
の
事
業
の
個
別
の
問
題
点
に
つ
い
て

２
、
市
税
の
軽
減
策
に
つ
い
て

①
固
定
資
産
税
の
減
免
制
度
の
充
実
に
つ
い
て

３
、
保
育
行
政
に
つ
い
て

①
保
育
所
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
の
解
消
策
に
つ
い
て

②
保
育
料
の
値
上
げ
中
止
と
保
育
手
当
の
充
実
に
つ
い
て

４
、
中
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
県
営
住
宅
前
の
歩
道
の
段
差
解
消
と
、
入
江
農
園
前
の
手

押
し
信
号
設
置
に
つ
い
て

徳
増
き
よ
子
議
員

２
月
28
日
（
木
）
午
後
３
時
頃

１
、
ご
み
行
政
に
つ
い
て
市
長
に
問
う

①
ご
み
の
実
態
に
つ
い
て

②
ご
み
処
理
有
料
化
で
ご
み
が
減
ら
せ
る
の
か

③
ご
み
有
料
化
前
に
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

２
、
市
民
の
交
通
権
の
保
障
に
つ
い
て
市
長
に
問
う

①
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
の
実
証
実
験
の
総
括
に
つ
い
て

②
公
共
施
設
へ
の
ル
ー
ト
見
直
し
に
つ
い
て

③
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
だ
が
ど
う
か

３
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
問
題
に
つ
い
て

①
マ
ン
シ
ョ
ン
紛
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
市
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か

②
向
小
金
１
丁
目
と
４
丁
目
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
マ

ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

４
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て

①
実
態
に
即
し
た
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
改
善
に
つ
い
て

②
生
活
保
護
行
政
と
人
権
侵
害
に
つ
い
て

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

２
月
29
日
（
金
）
午
前
10
時

１
、
市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

①
高
齢
者
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
ど
う
守
っ
て
い
く
の
か

②
労
働
者
の
雇
用
を
守
る
べ
き
公
的
機
関
と
し
て
の
社
会
的

責
任
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か

２
、
住
民
健
診
に
つ
い
て

①
４
月
実
施
の
特
定
健
診
の
問
題
点
と
市
の
準
備
状
況
、
当

面
の
課
題
に
つ
い
て

②
65
歳
以
上
の
特
定
健
診
費
用
は
、
従
来
ど
お
り
無
料
と
す

べ
き
だ
が
ど
う
か

③
国
保
加
入
者
対
象
の
保
健
指
導
を
ど
う
す
す
め
る
の
か

④
が
ん
健
診
受
診
率
向
上
策
を
ど
う
す
す
め
る
の
か

３
、
南
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
都
市
軸
道
路
に
つ
い
て
、
住
環
境
を
守
る
こ
と
を
願
う
住

民
と
の
話
し
合
い
を
ど
う
す
す
め
て
い
く
の
か

②
メ
ル
シ
ャ
ン
（
株
）
流
山
工
場
跡
地
利
用
に
つ
い
て

③
神
明
掘
改
修
工
事
に
よ
る
橋
梁
廃
止
へ
の
対
策
に
つ
い
て

高
野
と
も
議
員

２
月
29
日
（
金
）
午
前
11
時
頃

１
、
原
油
高
騰
対
策
に
つ
い
て
市
長
に
問
う

①
福
祉
灯
油
と
中
小
業
者
・
農
家
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

２
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

①
市
独
自
の
負
担
軽
減
策
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か

②
お
年
寄
り
か
ら
保
険
証
を
取
り
上
げ
て
い
い
の
か

③
障
害
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

④
市
と
し
て
意
見
集
約
し
、
広
域
連
合
に
あ
げ
る
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
か

３
、
小
山
小
学
校
建
設
等
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て
市
長
に
問
う

①
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
公
共
性
は
両
立
す
る
の
か

②
十
分
な
検
証
が
な
い
ま
ま
さ
ら
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
拡
大
す

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か

４
、
運
河
駅
東
口
開
設
と
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
東
武
鉄
道
株
式
会
社
の
社
会
的
・
公
共
的
責
任
に
つ
い
て

②
東
口
開
設
を
一
日
も
早
く
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、
住
民

合
意
が
不
可
欠
で
は
な
い
か

ぜひ傍聴にお出
かけください

市議会議員

高野 とも

（７１５５－１６８３）

市議会議員

いぬい紳一郎

（７１５９－２７７３）

市議会議員

小田桐たかし

（７１５４－０８７８）

市議会議員

徳増 きよ子

（７１４８－６８７１）

発
行

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

７
１
５
７
ー
６
１
４
０

会

期

２
月
21
日
〜
３
月
18
日

27
日
間

（
議
案
46
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
５
件
・
他
）

２
月

21
日
（
木
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

26
日
（
火
）
〜
28
日
（
木
）

一
般
質
問

午
前
10
時
〜

29
日
（
金
）
一
般
質
問

午
前
10
時
〜

一
般
質
問
終
了
後
、
各
委
員
会
に
議
案
を
付
託

２
月

３
日
（
月
）
総
務
、
教
育
福
祉
委
員
会

４
日
（
火
）
市
民
経
済
、
都
市
建
設
委
員
会

６
日
（
木
）
７
日
（
金
）
10
日
（
月
）
12
日
（
水
）

予
算
特
別
委
員
会
（
い
ぬ
い
議
員
が
担
当
）

18
日
（
火
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

議
案
・
請
願
・
陳
情
・
意
見
書
な
ど
採
択




